
58 ││ INTERNET magazine ││ 2006 ││ 03 ││

基調講演編

パソコンと音楽とテレビの融合

すべてがコンテンツを中心に

CES開幕前日に行われたマイクロソフト

社ビル・ゲイツ会長の基調講演は、近未来

のコンピュータの紹介から始めた。台所

や会社のデスクに用意された巨大なタッ

チスクリーンを通して、欲しい情報を見た

り、クリッピングできたりというものだ。

すべての情報はネット上に置かれてお

り、機器を変えても、指紋認証をすれば、

同じコンピューティング環境、同じ情報を

引き出して利用できる。

ゲイツは、クリッピングした映像の続きを

携帯電話でも楽しめることをデモし、機

器間での情報の連携を強調してみせた。

より実現が迫ったサービスも紹介され

た。1つは今年末に出荷予定のWindows

Vistaで、新しい操作環境を中心に紹介

した。

2つ目は、MTV社との提携で提供予定

の音楽サービス「URGE Music Service」

だ。開始時期は不明だが、Windows

Media Centerからアクセスすること、200

万曲でスタートすること、MTV系列の独

占コンテンツの提供を行うことなどが発表

された。1曲単位での購入だけでなく、月

額料金で好きなだけ音楽が聴けるサブス

クリプション型利用にも対応する。また
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インターネットがパソコンとテレビ、携帯電話をつなぐ

MTV提供のブログなどの音楽情報コン

テンツも充実させる予定だ。

マイクロソフトのウェブサービス、「Win-

dows Live」と、録画機能付きパソコンプ

ラットフォーム、「Windows Media Center

Edition（WMCE）」との連携計画も紹介さ

れた。米国では Windows Liveに、

WMCEに録画したテレビ番組を確認す

る機能や、好みに合いそうなテレビ番組

を推薦する機能が追加されるようだ。番

組推薦サービスはMSN Messengerを通

しても受けられる。スマートエージェント

と呼ばれる人工知能と対話しながら番組

情報を得ることができるという。

マイクロソフトのインターネット戦略で

は、Xbox 360も重要な位置を占める。

旧Xboxのインターネット接続率は10％

ほどだったが、Xbox 360では50％の人

がインターネットに接続している。同製品

によるインターネット接続は、対戦ゲーム

だけのためではなく、ゲームや音楽、映像

なども提供されるという。Xbox 360は、

6月末までに450万～550万台を出荷予

定ということだ。

見えてきたこれからのトレンド

「相互接続性」が鍵に

インターネットを媒介に、パソコン、携帯

電話、テレビで同じ情報を共有するとい

うビジョンは米ヤフーの会長兼CEO、テ
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ビル・ゲイツ氏はWindows Vistaと、Windows

Mobile、Windows Live!、Xbox 360でパソコ

ン、携帯電話とテレビの連携の道を強調。未来の

コンピューティング像を見せる。

マイクロソフトは、MTV社と提携して音楽配信

サービス「URGE Music Service」を立ち上げる。

Windows Media Centerから利用でき、MTV

が持つ膨大なコンテンツにアクセスできる。

米ヤフー！会長兼CEOのテリー・セメル氏は、パ

ソコン、携帯電話、テレビの連携に加え、同社の

強みである検索、コミュニティ、パーソナリゼー

ション、コンテンツをより深いレベルで連携させ

る抱負を述べた。

1月5日、毎年恒例のInternational CESがラスベガスで開催された。AV機器か

らデジタルカメラ、カーエレクトロニクスなどあらゆる家電製品が展示され、世界中

から約15万人が集まる巨大イベントだ。

今年は家電業界のキーパーソンによって行われるはずの基調講演のうち2つが、ヤ

フー！とグーグルという、一見すると家電とは縁遠いサーチ企業によって行われ話題

になった。家電とIT業界の融合がよりはっきりと見えたイベントだった。
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リー・セメルの基調講演でも鍵となって

いた。3つの機器の特性を最大限に生か

しつつも、各デバイスで情報の連携を取

るのが重要というのが彼の主張だ。

同社はパソコン用に「Yahoo! Go Desk-

top」として Yahoo! Widgetsや Yahoo!

Messengerといったサービスを提供する。

その一方で「Yahoo! Go Mobile」として、

携帯電話からも検索サービスやローカル

サーチ、電子メールなどのサービスを提

供し、パソコンと同じ情報を扱えるように

する。

一方、「Yahoo! Go TV」として、米国で

人気のハードディスクビデオレコーダー

TiVoを通しても、ヤフーの各種サービス

を提供する。これには100万以上のビデ

オクリップの検索や視聴も含まれる。

これらの3つのサービスではアカウント

情報なども共有される。

セメルは「我々がCESに参加したのは、

ここにいる家電メーカーにヤフーのサー

ビスに対応した機器を作って欲しいから

だ」と訴えて講演を締めくくった。

Googleの講演には2つの目玉があっ

た。1つはGoogle Packという無料のソ

フトウェアパッケージの発表だ。

これまでウィンドウズパソコンはOS部

分だけ共通だが、その上で使われるソフ

トは種類が多く標準がなかった。Google

Packはグーグルが推奨する無料ソフト15

種類をパックにしたものだ。これには

Google Desktopや画像管理ソフトの

Picasa のようなグーグル製ソフトの他、

Adobe Reader 7や Mozilla Firefox、

Norton Antivirusなど他社ソフトも含ま

れる。最新版を検知し自動アップデートを

行うGoogle Updaterも含まれている。

2つ目はGoogle Videoだ。同社ではコ

ピープロテクトされていないGoogle Video

のコンテンツをiPodやPSPでも見られる

ようにしたのに加え、Google Video

Storeという動画販売サービスも開始し

た。有料コンテンツはGoogle Desktop

Video Playerという専用ソフトで再生す

る。今のところウィンドウズ専用だが、

Mac版の開発も進めているという。

NBAのバスケットボールゲームを試合

終了24時間後から販売するほか、CBS

社の人気ドラマなども販売することが決

まっている。グーグルのラリー・ペイジ

CEOは、ビデオコンテンツ販売は、大手

企業だけでなく個人にも開かれていると

語った。

これら3社の基調講演からは2つの重

要なトレンドが垣間見える。1つは、今

後、インターネットとテレビとパソコンが、

コンテンツを中心にしてさらに融合が進

むこと。もう1つは、パソコン、テレビ、

携帯電話といった機器の違いを覆い隠

し、どの機器でも同じサービス、同じコ

ンテンツを利用できるようにするための、

インターネットOSともいえるレイヤーが登

場しつつあるということだろう。

グーグルは、デスクトップ検索や写真管理などの

ツールを標準化するGoogle Packsを発表。15

種類の標準アプリケーションを簡単な操作でイン

ストールや更新できる。

放送局が制作したテレビドラマから個人撮影のビ

デまで、幅広く販売予定のGoogle Video Store。

開始当初は米国のみでのサービス提供となる、順

次他の国でも開始する予定。

インテルの新ブランド「Core Duo」と「Viiv」を発

表したCEOのポール・オッテリーニ氏。Viivで

ホームエンターテインメントを担うプラット

フォームを目指すという。

ソニーのハワード・ストリンガー CEO は、e-

Entertainment、Digital Cinema、Higher-

Definition、PlayStationという4つのキーワー

ドで製品戦略を説明。

グーグルの創業者ラリー・ペイジ氏はロボット

カーでステージに登場したり、質疑応答を受け付

けたりするなど型破りな基調講演を行った。

ヤフー！は「Yahoo! GO Desktop」「Yahoo!

GO Mobile」「Yahoo! GO TV」の3つの新サー

ビスの開始を明らかにした。日本におけるサービ

ス開始時期は未定。
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展示会場編

Windows Vista発売年を迎え

各種の機能をアピール

ビル・ゲイツ氏が毎年基調講演を行っ

ているように、マイクロソフトは近年CES

に非常に力を入れている。今回もメイン

会場の入り口に近い位置にブースを構え

て、Windows Vistaのベータを自由に体

験できるようにしていた。

同時に提供されるInternet Explorer

7 はタブブラウジング機能やRSSリー

ダーを搭載し、多機能化が進むほかの

ウェブブラウザーとの差を一気に縮めよ

うとしている。

Windows Media Player 11は、イン

ターフェイスを従来から一新し、コンテン

ツをドラッグ＆ドロップで整理できるな

ど、よりウィンドウズらしい操作性となっ

ている。また、MTVとマイクロソフトが

共同で始める音楽配信サービス「URGE」

も、WMP11上から利用できる。

新ブランドを発表した

インテルは互換性を重視

インテルは、これまで推進してきた

PentiumやCentrinoにかわるブランドと

して「Core DuoプロセッサーとCentri-

no Duoプラットフォームを発表した。

インテルも、メイン会場の目立つ場所に

ブースを構えて、新しいCPUを搭載した

各パソコンメーカーの新製品や未発表製

品を展示していた。

また、デジタルホームのためのプラット

フォームであるViivにも力を入れてお

り、会場には対応PCが数多く展示され

ていたほか、“Enjoy with Viiv”のシー

ルが貼られたViivプラットフォームと互換

性がある周辺機器も展示していた。

フラットTVの大画面競争

松下が世界最大の103型PDP

CESでは、大型ディスプレイの世界一

は、毎年サムスンとLG電子という韓国

メーカーが競っていた。しかし、今年は

松下電器が103型のプラズマディスプレ

イを発表し、102型を展示していたサム

スンとLG電子を上回り、世界最大と

なった。

他のメーカーも、フルHD（1,920 ×

1,080ドット）に対応した大型のプラズマ

ディスプレイや液晶ディスプレイを中心

に、数多くのフラットパネルディスプレイ

の展示を行っていた。

サムスンが世界初HSDPA

ケータイを展示

サムスンのブースでは、3G（W-CDMA）

のネットワークをより高速にする新技術で

あるHSDPAを実装した端末の試作器が

展示されていた。

日本でもNTTドコモやボーダフォンな

どが開発を進めているが、実際に動作す

る端末が公開されたのは、おそらくこれ

が世界初となる。

デジオンがDTCP-IPに対応

PLC上でも動作

通信関係では、家庭内の電力線を

使って通信をおこないホームネットワー

クを構築する電力線通信（PLC：Power

Line Communication）のデモを、いくつ

もの家電メーカーが行っていた。大型

TVやHDDレコーダーに、DLNA機能を

搭載したものを、PLCで接続するという

もの。

また、DLNAのサーバー／クライアン

トを開発しているデジオンは、同社の

DLNAソフトであるDiXiMを実際に

PLC上で動作をさせるデモを行った。同

時にデジオンは、DiXiMのDTCP-IPへ

の対応も発表している。

ここ数年のCESでの大きな流れとし

て、パソコンと家電の融合が見られるが、

今年はそれをより強く印象づけるもの

だった。

松下が展示していた世界最大の103インチプラ

ズマディスプレイ。サムスンとLG電子の102イ

ンチを押さえて世界最大。

プレイステーション3のコンセプトモデルの展

示。ソニーのブースだけでなくBlu-ray Discコ

ンソーシアムのブースでも展示されており、注目

を集めていた。

もう1つインテルが大きくアピールしていたViiv

テクノロジーのデモ。Viivプラットフォームのパ

ソコンと家電を接続して、互換性をアピール。

マイクロソフトのブースは年内に発売予定のWin-

dows Vistaがメイン。VistaとXbox 360、

ケータイ、メディアプレーヤーが、いかにつながる

かというのがテーマ。
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サムスンが出品した世界初のHSDPA端末による

映像ストリームの配信デモ。転送速度は

3.6Mbps。

マイクロソフトのブースではHD DVDビデオを

Windows Vista上で再生するデモを行い、PC

との親和性の高さを見せていた。

デジオンが出品していたDTCP-IPをサポートし

たDLNA対応ネットワークメディアプレイヤーの

開発用リファレンスモデル。

インタビューに答えるラリー・ペイジ氏（右）と

エリック・シュミット氏（左）

ラリー・ペイジ＆エリック・シュミット　インタビュー

「もっとも大切なのはユーザーの体験」
Googleの創業者であるラリー・ペイジ氏の基調講演終了後、短時間ながらラリー・

ペイジ氏とCEOのエリック・シュミット氏へのインタビューを行うことができた。こ

の場で新たな発表はなかったものの、Googleが持つ「ユーザー体験こそ大切」とい

う思想を再認識させられるものとなった。
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